
 

令和６年度志木市一般会計・特別会計決算の概要 

 

■ 一般会計 

＜決算規模＞ 

・歳入総額 ３０２億１，０５５万円【前年度：２９６億４，９４９万円（１．９％増）】 

・歳出総額 ２８２億７，３７２万円【前年度：２７８億７，００１万円（１．４％増）】 

 

   ＜収支状況＞ 

・歳入歳出差引額   １９億３，６８３万円【前年度：１７億７，９４８万円】 

・実質単年度収支額   ３億４，８２０万円【前年度：△１億７，２１４万円】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示単位未満を四捨五入しています。  

                              

記者発表資料 

一 般 会 計 決 算 の 特 徴 

 

○ 歳入は、国の定額減税の影響もあり市税が減収となったものの、減収への対応として補填措

置された地方特例交付金や地方交付税などが増となったことなどにより、前年度比

５億６，１０６万円の増となっています。 

 

○ 歳出は、市民会館及び市民体育館再整備実施設計委託料や基金積立金の減などにより、総務

費が減となったものの、定額減税補足給付金の増などにより、民生費が増となったほか、小・

中学校学校給食費無償化補助金の増などにより、教育費が増となったことなどにより、前年

度比４億３７１万円の増となっています。 

 

○ 実質単年度収支（財政調整基金の増減を控除した、当該年度の実質的な収支を把握する指標）

は、前年度比で約５億２千万円増加し、約３億５千万円のプラス収支となりました。なお、

財政調整基金残高は、前年度から１億３，３７６万円増の３０億４，３２８万円となってお

ります。 

 

○ 財政構造の弾力性を表す経常収支比率は９４．１％で、前年度（９４．９％）より０．８ポ

イントの減となりました。 

 

○ 地方自治体の財政状況の健全度を示す健全化判断比率は、全ての指標（実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率）において基準値を大きく下回っており、

本市の財政状況が健全であることを示しています。 

 

○ 令和６年度末の市債残高は２２３億７，７７１万円で、前年度から４億７，３００万円の減

となりました。なお、市民１人当たりの市債残高は２９万円となっています。 

資料２  



 

■ 特別会計                        （単位：万円）                                     

 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 

国民健康保険特別会計 ６８７，６３６ ６６０，０２４ ２７，６１１ 

志木駅東口地下駐車場事業特別会計 ６，７２５ ５，４７２ １，２５３ 

介護保険特別会計 ６００，３６３ ５７６，２２０ ２４，１４３ 

後期高齢者医療特別会計 １２９，９０６ １２９，４７９ ４２７ 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 

 

■ 企業会計                      （単位：万円、税抜） 

 収   益 費   用 経常損益 特別損益 純損益 

水 道 事 業 会 計 １３３，７８１ １２８，８２１ ４，９４０ ２０ ４，９６０ 

下水道事業会計 １８３，１６６ １７１，４３６ １１，７３１ ０ １１，７３１ 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 
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